
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      学友を増やして更に活気ある老大に 

                            学長 髙橋 和男 

次年度への取り組み 

去る 12月 18日の今年度 2回目の運営委員会(市老連正副会長・老大学生会正副会長・福山市担当部課

長など計１6 名で構成)で，来年度に向けた取り組み方針「本講座改革と勧誘活動で老大生の増員を」を承

認いただきました。 

そして１月 8 日の今年度 2 回目の事務懇談会（老大事務職員と学生会本部役員の計 2５名で構成）で，

この取り組みへの学生会の全面支援を頂けることとなりました。 

本講座改革の内容は 

老大の一層の魅力アップのための本講座改革の主な内容は次の通りです。 

① カラオケ・英会話・茶道抹茶の 3科新設 

② パソコン科の初級・普通・研究の 3科構成と講義内容の明示 

③ 教養科の普通科と研究科の統合と講師陣の刷新で木曜日の午前の開設 

④ 本講座の受講可能教科数を２科目から５科目へ拡大 

学生数を２７００名に 

この本講座改革を梃に微減傾向にある老大生を 100 名増やして，３年前の 2700 名に戻すことを目指

しています。 

そのために現役学生の皆さんには，老大への入学を躊躇しているお友達に老大の魅力と本講座改革の内

容を伝えて，新規入学を促していただくことをお願いいたします。 

老大の楽しさと活気を更に高めることにご協力ください。 

新しい年のはじめに・・・                  

学生会 会長 伊藤 清人 

明けましておめでとうございます。皆様には希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

昨年を振り返りますと特定秘密保護法の成立・集団的自衛権容認の閣議決定などの大きな政治的な動き，

消費税８％への増税や円安などの経済的動向，日本人３人のノーベル物理学賞受賞，そして広島市の豪雨

災害など，良いこともそうでないことも様々な出来事がありました。 

今年は，穏やかな和やかな年になればと期待しています。そうした中で，老人大学は，学生増をめざし

て本講座の改革が行われます。学生会としては，事務局と連携して誠心誠意ことにあたって参ります。そ

して，２６００名の老大生にとって何が大切かを見極めながら学生会活動を進めて参りますので，老大発

展のためにご協力とご支援を宜しくお願い申し上げます。 

 

俳句科講師・和田照海先生 善行市民表彰・文化賞を受賞 
 

 本学の講師代表をお務めの和田先生が，２０１４

年度の福山市善行市民表彰の文化賞を受賞され，先

月１３日にリ―デンローズ大ホールで開催の記念

式典で，羽田福山市長から授与されました。おめで

とうございます。 

 表彰の事由は次の通りです。 

 １９５３年に中学校の国語科教師となり，生徒に

俳句を指導。１９５６年，高浜虚子を師系とする「京

鹿子」入会。指導した生徒の多くが，「全国学芸コン

クール」で受賞。 

 教師を定年退職後，１９９８年から本学の講師。２００２年に「広島県現代俳句協会」会長。２００８

年に「京鹿子同人会」会長・「福山文化連盟」副会長に就任。 

 また，市内の小中学校・公民館や地域の俳句大会などで指導し，本市の文化振興に大きく貢献している。 

 

書道漢字講師・藤井壽峰先生 書「恭 則 壽」をご寄贈くださる 
 

この度，本学の講師代表をお務めの藤井先生からご寄贈いただき

ました。 

書の意味は，「自分を慎み，人を敬う者は，長命を得る」です。肝

に銘じたいものです。講堂に掲げ教訓としていきたいと思います。

ありがとうございました。 

なお，学長が，学生生活の過ごし方として提唱の「健やかに・穏

やかに・和やかに」を記された書も頂戴して，事務室内に掲げさせ

ていただいております。重ねてお礼申し上げます。 
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受賞，おめでとうございます 

小林勝甫さん けんみん文化祭 

ひろしま１4文芸祭 俳句一般の部で  

講師持参の陶磁器を熱心に鑑賞 

こんな立派な作品が出来ました 

新年度の学生募集   

受付時間  午前 9時～午後 3時３０分 木曜日は午前１２時まで 土・日曜日・祝日は休業 

第 一 次 新規の出願者が対象 

期  間 ３月２日（月）・３日（火）・４日（水） 

方  法 

第１の受講希望教科について，所定の願書に必要事項を記入。 

本人が直接，住所・生年月日の確認できる保険証・免許証などを持参し， 

老人大学に出向いて出願。 

選  出 新規の出願者を優先。但し，太極拳と古典文学は抽選による。 

合否通知 ３月１７日（火）までに郵送 

  

第 ニ 次 第一次募集で定員に達しなかった教科の再募集 

公  表 再募集の教科と定員を，３月１２日（木）午前９時に，老大事務室掲示板で。 

期  間 ３月１２日（木）～２３日（月） 

選  出 新規の出願者を優先し，次に高年齢順に。 

合否通知 ３月２７日（金）までに郵送。 

  

２ 教 科 目 第ニ次募集で定員に達しなかった教科の再募集 

公  表 再募集の教科と定員を，３月２７日（金）午前９時に，老大事務室掲示板で。 

期  間 ３月２７日（金）・３０日（月） 

選  出 先着順で合否を決定し，同時に運営費及びパソコン科は機器維持費も徴収。 

  

３～５教科目 ２教科目募集で定員に達しなかった教科の再募集 

公  表 再募集の教科・定員を，４月１日（水）午前９時に，老大事務室掲示板で。 

期  間 ４月１日（水）・２日（木）・３日（金） 

選  出 先着順で合否を決定，同時に運営費及びパソコン科は機器維持費も徴収。 

  

中 途 入 学 定員に達していない教科について，８月末まで随時受付。 

軽音楽クラブへのお誘い 

 来年度のクラブ発足を目指して準備を進めています。老大の教室を借りて週１～２回

程度，数人で練習を始めています。ギターなど楽器は自分持ちです。キーボード経験者

も歓迎です。お問い合わせと申込みは，堀川哲ニ（水彩画 研究科１組）まで。 

☎ ０８０－１６４１－０５４９ 

ゲートボール大会 １２月７日に実施 

雨で延期していたゲートボールクラブの大会が，老大運動場を会場に１３名の参加で実施されました。

３チームに分かれての試合の結果は３組が優勝でした。皆さんのクラブ入会を募集しています。 

新春の事務懇談会 盛会裏に                     

今年度第２回事務懇談会を，例年通り新春早々の１月８日

にニューキャッスルホテルを会場に開催しました。 

学長・事務長を始めとする事務局職員全員と学生会からは

伊藤会長を始めとする本部役員１８名の計２４名が参加。 

事務局からの先月１８日に開催の第２回運営委員会の報告

「本講座改革と勧誘活動で老大生の増員を」及び「今年度の学

生祭の反省と改善案」の説明を受け，意見交換を行なって学生

会として全面支援していくことを確認しました。 （学生会 副会長 若林 宏治） 

今年度第２回学生会総会 ２月１２日 開催  学級委員長さん ご出席を！ 

 今年度２回目の学生会総会が，学生会会則に則り午前中に常任委員会を行ない，午後に総会が開催される

こととなっています。今年度の活動の総括と次年度の計画を審議・決定されるものです。 

 総会の代議員は，各学級の委員長さんです。委員長さんは，学級の皆さんの意見が学生会活動に反映され

るよう万障繰り合わせてご出席ください。なお，総会前に出席者全員で記念撮影が行なわれます。 

 常任委員会 午前１０時   第２回総会 午後１時  於：老大講堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講座 報告①  １２月１６日 「古美術を楽しむ」  

講師は，原古美術店の専務・馬屋原啓介氏。受講者は４１名。サブタイト

ルは「日本の磁器の誕生」。 

講話内容は，「陶器と磁器の違い」・「東アジアの歴史」・「初期伊万里の誕生」

などでした。 

森島事務長が大切にしている「観音様」を鑑定の講師は，「今はそうでなく

ても１００年後には値打ちが出ますよ」と見立てられました。 

特別講座 報告②  １２月１９日 「折り紙 何が出来るな」 

講師は作田芳子先生。老大生でない方にもご参加いただいて５６人

の皆さんが，新春の縁起物の制作を楽しまれました。 

 

 

特別講座 報告③  １月９日  「自分で出来るセルフケア体操」 

講師は，「アトリエ デ サロン」の矢吹綾さん。受講生３０人が，お正月で鈍っ

た体をほぐしながら，寝込むことにならないようにするための身体づくりのコツを

学びました。 


